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Abstract The Witch (written before 1617), a tragi-comedy by Thomas Middleton, paints a

picture of a society where sex, magic and intrigue are closely related to each other
in ordinary life, and where people have an idiosyncratic view of `honesty', i.e.
chastity. Throughout the play, such words as `wrong' and `abuse' and their variant
forms are frequently found in the discourse of the characters; therefore, I intend to
analyse it in terms of the plot, historical background, and language. The characters
in this play can be divided into five groups: (1)Sebastian and Isabella, (2)Antonio
and Isabella, (3)Antonio and Florida, (4)Francisca and Aberzanes, and (5)the Duke
and the Duchess. The main plot focuses on (1) and (2), arousing the audience's
curiosity as to who will first cause Isabella to lose her virginity. Of these groups, (5)
is the focus of the sub-plot, which shows how the Duchess carries out her revenge
against her husband, after she was forced to drink up from a cup made from the
skull of her father, who was defeated by the Duke. A side-plot unfolds around (4),
revealing the aftermath of Francisca's pregnancy. These events are interspersed
with the scenes in which the witches appear, the absurdity of which eases the
tension felt by the audience. Wrongdoing is evident in each plot, signalled by such
words as `wrong'and `abuse'. Sebastian complains about the injustice of Isabella's
marriage to Antonio. The Duke abuses his father-in-law's skull as a wine cup, while
the Dutchess manipulates the men surrounding her, making use of her sexual
appeal. Francisca pins the guilt on Isabella, who reprimands her for her affair with
Aberzanes. In terms of the relationship between these fictional characters and the
real personages on whom they may have been based, Antonio resembles Robert
Devereux, 3rd Earl of Essex, whereas Sebastian is most likely similar to Robert
Carr, Viscount Rochester, (later Earl of Somerset), although different in some
crucial areas. Francisca, the Duchess and Isabella may all be partially modelled on
Lady Frances Howard, although the first of them has the closest affinity with her, in
terms of name, age and character. Furthermore, in various parts of the play can be
found what appears to be references to the death of Sir Thomas Overbury, who is
said to have been poisoned while confined in the Tower of London. The witches of
the title are reminiscent of an astrologist, alchemist, and wise woman whom
Frances consulted for advice on obtaining a divorce from the Earl of Essex; the
additional implication is that they are women who bewitch men using every trick
and wile. However, the author satirises the way women themselves fall into the
trap they set in trying to cozen men. The most significant demonstration of this
takes place in the final scene, in which the Duchess is astonished to see
Almachildes, whom she had attempted to kill, and it is revealed that Hecate's black
magic was not, after all, effective.
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   ミ ドル ト ン の 『魔 女 』 と

レ デ ィ ー ・フ ラ ン セ ス ・ハ ワ ー ド

 `wrong'お よび`abuse'の多用性 を中心 に

広 本 勝 也

序

 トマ ス ・ミ ドル トン(Thomas Middleton，1580-1627)の 悲 喜 劇 『魔 女 』

(The Witch)は ， ス チ ュ ア ー ト朝 時 代 の1610年 代 に 起 こ っ た 事 件 一 エ セ

ッ クス 伯 夫 妻 の 離 婚 に 伴 な う醜 聞 に 取 材 して い る 。 作 者 は 当時 の 時 局 的 な

問 題 を 背 景 に ， 性 と 政 治 が 複 雑 に絡 み 合 う 出 来 事 を巧 み に描 写 しな が ら ，

世 間 体(reputation)と 欲 情(lust)を 対 比 し ， 女 性 の 貞 潔(honesty)へ

の 男 性 の 偏 執 を 劇 の 焦 点 に して い る。 こ の作 品 を読 ん で ， 特 に注 目 に値 す

る の は ，`wrong'や`abuse'と い う こ と ば が ， キ ー ・ワー ドの よ う に 頻 繁 に

出 て く る こ とで あ る 。 本 稿 で は これ らを 考 慮 しな が ら， 以 下 にr魔 女 』 の

展 開 す る劇 的 世 界 に つ いて 分 析 し， 論 じる こ とに した い 。

1.「 魔 女」 の 制作 年 代

 オ ッ ク ス フ ォ ー ド大 学 ボ ー ド リア ン 図 書 館 に現 存 す る 『魔 女 』 の 稿 本

(Bod1.， MS. Malone 12：`A Tragi-Comedie Called the Witch')は ， 国 王 一

座(King's Men)の 筆 耕 レイ フ ・ク レイ ン(Ralph Crane)に よ る も の で

あ る 。 ク レイ ン が 筆 耕 の 仕 事 を始 め た の が1619年 で ， ミ ドル トン の 死

去 が1627年 で あ る こ と を考 え て ， こ の 稿 本 は1619-27年 に 作 成 さ れ た と

み な さ れ て い る 。 稿 本 の タ イ トル の下 に は ， 「国 王 お 抱 え 一 座 に よ って ブ
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ラ ッ ク フ ラ イ ー ア ズ 座 で 上 演 さ れ て か ら久 し い 」(long since Acted， by his

Majesty's Servants at the Black-Friars.)と の但 し書 き が 入 っ て い る 。 国 王

一 座 が 劇 場 と して ブ ラ ッ ク フ ラ イ ア ー ズ 座 を 使 用 す る よ う に な っ た の は ，

1609-10年 以 後 で あ り， ミ ドル トン が こ の 劇 団 の た め に 定 期 的 に 台 本 を 書

き 始 め た の は1614-15年 頃 の こ と で あ る 。 この た めElizabeth Schaferは ，

作 品 執 筆 の 時 期 を だ い た い1615-16年 と推 測 し て い る 。1ま た ，Peter

CorbinとDouglas Sedgeは ， ミ ドル トン の 主 要 な 悲 劇 以 前 で 市 民 喜 劇 以 後

の 作 品 で あ り， 文 体 上 の 特 徴 な どか ら1613-16年 頃 だ と考 え て い る 。2題

材 に 取 り入 れ られ て い る オ ー ヴ ァ ベ リー 殺 害 事 件 と の 関 連 を考 慮 す る と ，

r魔 女 』 は お お よそ1615-16年 頃 に 書 か れ た ， と推 定 で き る で あ ろ う。3

IL時 局的な問題

 作品の背景を理解するためには，国王ジェームズ1世 時代のイギ リスに

おけるオーヴァベリー毒殺事件に言及 しなければならない。この事件の遠

因はフランセス ・ハ ワー ド(Lady Frances Howard，?1593-1632)と 第3

代エセ ックス伯 ロバー ト ・デ ヴルー(Robert Devereux， third Earl of

Essex，1591-1646)の 結婚にあった。フランセスはサフォーク伯 トマス ・

ハワー ドとその二人目の妻キャサ リン ・ネヴィッ トの間の次女である。一

方，ロバー トは第2代 エ ッセクス伯とフランセス ・ウールシンガムの間に

生まれた。

 結婚について，子どもたちが 自分で相手を選ぶのではなく，親が決める

というのは時代の通念 として珍 しくなかった。 とりわけ7人 の息子と4人

の娘を持つサフォーク伯は，子 どもたちの結婚相手を決めるに際して富 と

地位 を重視 し，父親の権限を行使しなければな らないと考えていた。結婚

に同意する年齢は男子14歳 ，女子12歳 だった。 フランセスは13歳 ，ロ

バー トはまもなく14歳 になろうとしていた。4二 人は結婚の法定年齢に

達 していたが，婚約が もた らす将来の生活について考慮 し得る年齢とは到
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底言えなかった。

 しか し，花嫁の持参金を6千 ポ ンドにすること，未亡人になった ときの

収入を確保することなどについて，両家の間で話が具体的に進 められた。

1605年10月 までに婚約が成立したが，結婚式は国王の臨席を考えて，翌

年の初めに引き延ばされた。

 1606年1月5日 ，王宮ホワイ トホールのチャペル ・ロイヤルで，盛大

な結婚式が執 り行われた。花嫁を新郎に引き渡す役を引き受けたのは，ほ

かな らぬ国王ジェームズその人だった。重要な地位にある貴族や宮廷人た

ちが皆， この式典に出席 し，新郎新婦には数多 くの高価な贈 り物が与えら

れた。その中には，宝石や現金に加えて，3千 ポン ドの銀皿，千ポ ンド相

当の品物な どがあった という。

 二 人 の結婚 を祝 い，二 晩 にわ た って ， ホ ワイ トホ ー ル の迎 賓館

(Banqueting House)で ，ベン ・ジョンソンの作品 『ハイメンの仮面劇』

(Hymenaei)が 演 じられた。イニゴ ・ジ ョーンズの舞台装置による，巨額

を投じた壮大なスペクタクルだった。 この仮面劇の中では，若い二人が初

夜の床を共にするのを待ち望んでいるように描かれているが，その夜，フ

ランセス とエセックス伯は互 いに引き離 された。新婦は母親の世話に委ね

られ，新郎は今までの教育を続ける手筈になっていた。

 エセックス伯は当時の貴族の習慣 に従 って，これまでの教育を完成する

ために1607年 か ら1609年 初頭まで大陸を旅行した。そして，イギリスに

帰国した年のク リスマス休暇後まもなく，再び宮廷に出入するようになっ

た。彼はフランセスが，三年前の取 り決めに従って，妻 としてスタフォー

ドシャー州チャー トリーの自分の屋敷に来るように求めた。が，彼女はロ

ン ドンを離れるのを望まず， しばらくの間，別居 を続けていた。 しか し，

1610年10月 末頃(?)， エセックス伯の強 い要請のために，彼女は止む

無く同意して，二人が同じ家に住むようになった。

 だが，エセ ックス伯の不在中，フランセスの方は華やかさに欠ける夫に

愛情を抱かず，彼女の心を捕えたのは，国王ジェームズの寵臣サー ・ロバ
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一 ト・カー(Sir Robert Carr，?1585-1645)だ った。 この頃，フランセス

が昵魂にしていた友人たちの中に，アン ・ターナー(Anne Turner，1576-

1615)と いう30代 半ばの金髪の未亡人がいた。ターナー夫人は，医師だ

った夫の死後，宮廷の若い男女に取 り入って，彼 らの愚行や悪徳を餌食に

して暮 らす寄生的な存在だった。彼女はサイモ ン ・フォーマン(Simon

Forman，1552-1611)と いう著名な占い師(cunning man)と 親 しくして

いて，宮廷のゴシップを彼に提供 し，その仕事を助けていた。フォーマン

はターナー夫人か ら情報を得ていたので，魔除けなどをもらいに来る宮廷

人たちの相談に応えるのが容易だった。ずば り悩みを言い当てて顧客 を驚

かせ，盲信的な崇拝者にしてしまうのである。

 良識ある人間なら，付き合うのをためらったであろうが，フランセスは

ことのほかこの二人を人生の相談相手として重用し誰よ りも頼 りにしてい

た。彼女は夫エセ ックス伯が自分 との関係を結べないようにするためのま

じないをフォーマンか ら授けてもらった。(こ のエピソー ドは，後述する

ように，ミドル トンの作品の中に反映されている。帰還兵セバスチャンが，

魔女ヘカテか ら 「次の世代を絶やす」呪符をもらい，これが貴族アントニ

オに作用 して，新婦イザベラとの結婚を完全なものにすることができない

のである。)ま た，カー との恋を実 らせるための魔術や媚薬が，フォーマ

ンによって彼女のために処方された。奇 しくも魔術が効を奏 したのか，エ

セックス伯の男性 としての機能が不全になる反面，カーは彼女との恋のと

りこになった。ターナー夫人は自分の家をフランセスとカーの密会の場に

提供した。二人は1612年 春までに，深い関係になっていたという。5

 そのうちフランセスはエセックス伯との離婚を目論むようにな り，大叔

父 ノーサ ンプ トン伯 ヘ ン リー ・ハ ワー ド(Henry Howard， Earl of

Northampton)や 父親サフォーク伯に，ロバー ト ・カーが自分 との結婚を

望んでいると打ち明け，政治的な解決策を見出す ことに期待 を寄せた。そ

れだけではなく，彼女は，フォーマンによる魔術にも導きを求めた。だが，

1611年9月 のある日曜 日，フォーマンは妻に 自分が 「こん どの木曜 日に
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死ぬ」ことを予言 して，急にその 日(9月8日)に 亡くなった。6彼 の不

慮の死はオカル ト魔術の信奉者であるフランセスに大きな打撃になった。

そ こで，ターナー夫人が新たな占い師 として彼女のために見つけたのが，

メアリ ・ウッズ(Mary Woods)と いう`wise woman'だ った。フランセス

はこの女占い師を信用 していたが，彼女に高価な宝石類などを巻き上げら

れたことが発覚した。ウッズは投獄 されたが，フランセスか ら夫 との別れ

話のことで相談を受けていたと証言したため，フランセスは離婚訴訟を進

める上で，不利な立場に置かれることになった。

 他方，1611年3月 ロチェスター子爵(Viscount Rochester)の 爵位を与

えられたカーも，フランセス との結婚を早 く実現したいと思っていた。が，

親友サー ・トマス ・オーヴァベ リーは，「エセックス伯夫人は品性の芳 し

くない女だ。恋愛の相手にはいいが，配偶者にするのは好ましくない」と

言って， この結婚に不賛成だった。今までのカーにとって，オー ヴァベ リ

ーは公私を問わず一等信頼できる友人だ った。フランセス宛の恋文を書い

たのも，オーヴァベリーだったと言われている。カーはこれまで忠実に彼

の助言に従ってきたのであるが，この時はフランセスとの将来の生活 を思

い描いていたので，それを阻止するような彼の言い草が面白くなかった。

 さらに1613年3月 ，二人は激 しく言 い争い，絶交するには到 らなかっ

たものの，長年の友情に致命的な亀裂が生じた。やがて，ゴシップを漁る

宮廷関係者たちに電撃的な知 らせが広がった。4月21日 ，オーヴァベ リ

ーがロンドン塔に護送され幽閉された，というのである。表向きの理由は，

彼が大使として海外赴任するように国王から何度も要請された にもかかわ

らず，それを頑なに拒否 したことが不敬罪に当たる，ということだった。

 この間，フランセスとエセ ックス伯の離婚訴訟は1610年 頃に始まった

が，1613年 には法律上の認可 をめぐって，世間の耳目を集めるようにな

った。国王ジェームズの説得 にもかかわ らず，カンタベリー大主教ジョー

ジ ・アボ ットは，宗教的な観点か ら最も強固に反対意見を陳述 した。国王

は政治的な配慮のもとに，離婚 を法的に認めさせるために，魔術 に関する
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自分の理論一 相手次第で男性が不能になるのは，魔術の影響力が大きい

という考え一 の支持者たちを予め審議会メンバーに選 んでお いた。9月

25日 ，12人 の委員か ら成る審議会は，賛成7， 反対5で ，最終的な判決

としてエセックス伯とフランセスの結婚の無効 を言い渡した。

 こうしてハ ワー ド家の勝利は確定したが， この判決が覆される可能性が

全 くないわけではなかった。それはエセ ックス伯やアボッ トなどの対立勢

力がオーヴァベ リーを抱き込んで，新たな運動を開始するか もしれないか

らである。 ところが，そのオーヴァベリーは判決の下 りる十 日前，9月15

日，すでにロン ドン塔の独房で謎の死を遂げていたのである。7

 1613年ll月14日 ， ロバー ト ・カーは国王の更なる寵愛に恵 まれ，サ

マセット伯(Earl of Somerset)と いう称号を与えられた。そして12月26

日，チャペル ・ロイヤルで，カー とフランセスの華彩な結婚式が挙げられ

た。連日連夜，この結婚を祝う大掛か りな饗宴が催され， トマス ・キャン

ピオンやベ ン ・ジョンソンの筆になる新たな仮面劇が上演された。サマセ

ッ ト伯とハ ワー ド家の幸福 を嫉んで， これを奪 うような嫉妬，敵意，恨み

が入り込む余地は宮廷のどこにも潜んでいないように思われた。

 しか し，1615年9月 ，ロンドン塔の看守 リチャー ド ・ウェス トンが逮

捕され，「オーヴァベリーの亡霊」による罪状告発が，カーとフランセス

を苦しめることになる。ターナー夫人の家僕だったウェス トンを看守とい

う職務に推薦 したのはフランセスであり，夫妻がオーヴァベリー殺害に関

与 していたのではないか，という疑惑が生じたのだった。1615-16年 の裁

判のなかで，フランセスを含む被告たちは，ウェス トンの息子ウィリアム

を使い走 りとして毒入 りの菓子などを差入れ し，オーヴ ァベリーの暗殺を

企んだことを認めるに到った。

 ミ ドル トンがこうしたフランセスの離婚 と再婚 に取材 して，r魔 女』を

書いたことは明白である。作品が閑却されるようになったのは，検閲によ

って上演が困難になったことに一因があると考えられている。8

           111.「魔 女」の主筋
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 この劇は①婚約者だったイザベラ(lsabella)を 取 り戻そうとするセバ

スチャン(Sebastian)の 計画，②貴族アン トニオ(Antonio)と イザベラ

という新婚夫婦の関係，③アン トニオと娼婦フロリダ(Florida)の 性的な

関係，④アン トニオの妹フランシスカ(Francisca)と 紳士アバーゼイ ンズ

(Aberzanes)の 関係，⑤大公(Duke)に 対する大公妃(Duchess)の 復讐

心一 などが錯合 している。この中の① と②で構成される主筋では，イザ

ベラとアントニオの結婚にもかかわ らず，セバスチャンが，かつてイザベ

ラと交わした結婚の誓いを貫 こうとする。副筋である⑤は，祝宴 の朝食で

の儀式的な飲酒 によって導入される。大公妃は夫に討ち取 られた自分の父

親の頭蓋骨を酒盃として夫か ら乾杯を強いられることに対 して憤 り，夫へ

の復讐心を抱 く。脇筋となる④では，フランシスカの妊娠と関連 して，お

産のための尾骨麻酔薬，田舎への泥だらけの旅行など，ミドル トンの市民

喜劇を想わせる場面を提供する。また， この後に出て くる魔女たちが緊張

緩和の挿話を提供 し，劇全体は複合的な筋 に基づく多層構造を形成 してい

る。魔女たちは，①②⑤に関係しているが，その他の筋には関与していな

い。

 舞 台 は ア ド リア 海 か ら8キ ロ， イ タ リ ア 北 東 部 の 都 市 ラ ヴ ェ ンナ 。

 劇 の 主 筋 は1幕1場 の 冒 頭 ，性 急 な 結 婚 式 の 祝 宴 を背 景 に ， セ バ ス チ ャ

ンが ，友 人 フ ェ ル ナ ン ド(Femando)に 不 平 不 満 を聞 か せ る こ とで 始 ま る 。

3年 前 に ， セ バ ス チ ャ ン は ， 意 中 の女 性 イ ザ ベ ラ と 結 婚 の 誓 い を 交 わ して

戦 争 に 赴 いた が ， 戦 場 か ら帰 って き た そ の 日 に ， 彼 女 が ア ン トニ オ の も と

へ 嫁 い だ こ と を 知 っ た の だ っ た 。 「不 当 な 扱 い を受 け た 愛 は ， 心 に深 い 傷

を負 わ せ る 」(`Wrongs done to love!Strike the heart deeply；'1， i，25-26，

下 線 ・筆 者 ， 以 下 同 じ)と フ ェル ナ ン ドは 同 情 す る 。

 同2場 で ， セ バ ス チ ャ ン は イ ザ ベ ラ と の 関 係 を 回 復 す る た め に ， 魔 女 ヘ

カ テ(Hecate)の 助 け を借 り る こ と にす る 。 彼 は ヘ カ テ や そ の 仲 間 ス タ ド
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リン(Stadlin)， ホッポー(Hoppo)， ヘカテの息子で道化 ファイアス トー

ン(Firestone)た ちの住処にや って来て，「新婚の二人一 アン トニオと

イザベラが別れるように仕向ける魔法はあるか」 と尋ねる。「結婚の床 を

分かつことはできないが，不和 ・嫉妬 ・争 いを生じることはできる」 とヘ

カテは答える。セバスチャンはそのまじないの品として，「日没後に絞首

刑にされた男の陰茎」と同じ効力を持つ 「蛇の皮」を与えられる。

 2幕1場 では，アン トニオが憂鬱そ うな顔 をしている。イザベラとの初

夜は，不首尾に終わった様子である。彼は精力増強のために，二羽の雄鶏

と半オンスの真珠を取 り寄せるように，家僕ガスペ ロ(Gaspero)に 命 じ

る。

 シー リオ(Celio)に 扮装 したセバスチャンが，スコットラン ドか らの

使いの紳士 と共に入場。シーリオは，アントニオの承諾 を得て，イザベラ

に仕 える ことになる。 セバスチ ャンは，「アン トニオが性的に不能で，

まだイザベラは処女のままのようだが，彼女を自分のものにするまでは安

心できない」と独 白。その屋敷 でフロリダを見かけたセバスチャンは，

「あれは， どういう女なんだ」 とガスペロに聞 く。 「主人のアン トニオが，

ラ トニーに囲っている高級娼婦ですよ」と彼は答える。

 3幕 に入って，アン トニオは妹フランシスカの助言 に従 って，イザベラ

の浮気の証拠 をつかむために，2週 間ほど家 を留守 にす ることに決める。

イザベラには，「公務のため不在になる」と知 らせる。

 召使 シー リオに変装したセバスチャンは，これを聞いて好機到来 とばか

り，イザベラに接近する。「奥様，あなたは人が好 くて，だまされておい

でです」(`that goodness in you is abused madam.'III， ii，185)「ご主人は，

情婦に会 いに，カン トリー ・ハウスに出向かれたのです。今夜，浮気の現

場を押 さえることができます」「知 らぬが仏と思われて，損 をするのは奥

様ご自身ですよ」(`Be not too confident to vour own abuse madam.'197)

と申し出る。イザベ ラが信用 しないので，シー リオは ことばを続 ける。

「召使いが ご婦人方にあま りにも敬意 を払 い，忠誠 を尽 くすのは間違 いだ
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と い う こ と が 分 か りま し た 」(`Iperceive now l Too much respect and

faithfulness to ladies/May be a wron to servants.'204-5)。 そ こま で 言 わ

れ て ， イ ザ ベ ラ は彼 の 計 画 に従 う こ と に 同 意 す る 。

 4幕 は フ ェル ナ ン ドの 屋 敷 が 舞 台 。 ま ず ， セ バ ス チ ャ ンは 友 人 の 助 力 を

得 て ， 自 分 の 計 画 を 進 め る こ と が ， 「信 頼 や 友 情 に も と る も の で は な い 」

と説 い て ， フ ェル ナ ン ドの 理 解 を求 め る(`Then you best understand， of

all men living，!This is旦 Ω_wro皿g I offer， no abuse l Either to faith or

friendship...'IV；ii，6-8)。 そ して 彼 は ま ず こ こへ 呼 び 出 した フ ロ リ ダ に

会 って ，彼 女 が ア ン トニ オ 邸 の イ ザ ベ ラ の 寝 室 に， 庭 側 か ら入 る た め の鍵

を 手 渡 す 。 程 な く， イ ザ ベ ラ が ドア を ノ ッ クす る 。 「ア ン トニ オ が こ こ に

来 て い る は ず で す が 」 と 彼 女 は フ ェル ナ ン ドに 尋 ね る 。 イ ザ ベ ラ は 屋 敷 に

入 っ た と き ， フ ロ リ ダ の 姿 を見 か け た の で ， 夫 へ の 不 信 感 を 抱 い て い る 。

「あ な た は 奥 方 様 で は な い で し ょ うね 」 と フ ェ ル ナ ン ドは 聞 く。

 「い え ， わ た し は ア ン トニ オ の 妻 で す よ 。」

 「これ は 驚 い た 。」 フ ェ ル ナ ン ドは ， 「す る と， さ っ き の 女 は 何 者 な ん だ 」

と い う 疑 い を ほ の め か し ， 「自分 の 家 が ， い か が わ し い 目 的 に 利 用 さ れ る

の は 困 る」 とい う。

 「あ な た に ご 迷 惑 を お 掛 け した り， お 宅 様 の 評 判 を 悪 く した りす る は ず

が あ りま せ ん わ 。 ど う か 主 人 の い る と こ ろ へ ご案 内 く だ さ い 」(`Why do

you think I'd wron /You or the reputation of your house?ノPray show me

the way to him.'87-89)と イ ザ ベ ラ は懇 願 す る 。

 しか し ， 寝 室 に は ， ア ン トニ オ もそ の 情 婦 フ ロ リダ の 姿 も 見 え な い。 シ

ー リオ を装 うセ バ ス チ ャ ンは
， こ こで イ ザ ベ ラ を襲 う こ と が で き る 。 し か

し ， 「彼 女 に まず 純 潔 を誓 わ せ て お き な が ら， 最 初 に お れ が[従 僕 の シ ー

リ オ と して]陵 辱 す る の は ， 男 ら し い や り方 と は言 え な い 」(`Were it in

me a part of manly justice，/That have sought strange， hard means to keep

her chaste I To her first vow， and I t'abuse her first?'98-101)と 思 い直 す 。

「誰 も い な い じ ゃ な い の 」 と イ ザ ベ ラ が 彼 に抗 議 す る と ，
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 「ま だ これ か ら で す 。 夜 が 更 け る ま で お 待 ち 下 さ い 」 と シー リオ の セ バ

ス チ ャ ン は 答 え る 。

 そ の 頃 ， ア ン トニ オ は 自分 の 屋 敷 に 戻 る 。 フ ラ ン シス カ は ノ ッ ク の音 を

聞 いて ， 自分 で は 扉 を 開 け よ う とせ ず ， いび き を か い て 寝 て い る ガ ス ペ ロ

をた た き起 こす 。 「ご主 人 様 が 帰 って き た の に ， 誰 も 迎 え に 出 る 者 が い な

いな ん て 。 お 前 ， 早 く行 って ， あ けな さ い」 とせ か す 。 彼 は 服 を 着 る 間 も

な く， 飛 び 出 して い く。

 ア ン トニ オ が 入 っ て く る と ， フ ラ ン シス カ は 彼 に ， す ぐ に ガ ス ペ ロ の 寝

室 を調 べ る よ う に示 唆 す る。 ベ ッ ドは乱 れ て い て ， ガ ス ペ ロ は い な い 。 ア

ン トニ オ は ， 妻 とガ ス ペ ロの 不 義 の 証 拠 を 見 た と 思 い 込 み ， 「信 頼 を裏 切

られ た 」(`Oh abused confidence!'IV， iii，37)と 叫 ぶ 。

 ア ン トニ オ は い き な り刀 を抜 き 放 つ と， イ ザ ベ ラ の 寝 室 に駆 け 込 み ， そ

こ に い た フ ロ リダ を イ ザ ベ ラ と 間 違 え て ， ガ ス ペ ロ と 共 に 刺 し て し ま う 。

だ が ， 妻 の 不 貞 が 表 沙 汰 にな る と， 自 分 の 恥 辱 に な る 。 そ の た め 「この こ

とが 念 頭 を 去 らず ， 重 荷 が 取 り除 か れ る こ と が な い 」 と 嘆 く(`Ifeel no

ease；the burden's not yet off/So long as th'abuse sticks in my knowledge.

/Oh'tis a pain of hell to know one's shame'.51-53)a

 世 間 体 を 気 にす る ア ン トニ オ は ， 秘 密 を知 っ て い る 妹 も 殺 害 しよ う と す

る 。 フ ラ ン シ ス カ は あ わ て て ， 「お 兄 様 の ベ ッ ドが 不 倫 の た め に 使 わ れ た

こ とは あ りま せ ん 」 と声 を挙 げ る 。

   FRArrCISCA  BIess me but with life，1'll tell you all.

    Your bed was never wronged.

   ANTONIO          What!Never wron end?

                       (78.80)

 イ ザ ベ ラ の 浮 気 と い う の は 自分 の 醜 聞 を逃 れ る た め の作 り話 で ， 実 は 自

分 が ア バ ー ゼ イ ン ズ と の 間 に 子 ど も を も う け た こ と ， 時 間 か せ ぎ の た め に

母 親 か らの 呼 び 出 し状 を受 け 取 っ た よ う に 仕 組 ん だ こ と一 な ど に つ い て
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フ ラ ン シ ス カ は 打 ち 明 け る 。

 そ こで ア ン トニ オ は ， ア バ ー ゼ イ ン ズ を呼 び 出 して ， 即 座 に 決 闘 を 申 し

込 む 。 相 手 が 応 じな い の を 見 て ， 一 転 妹 と の 婚 約 を 誓 わ せ る 。 ア ン トニ

オ は ， 二 人 に は無 害 の ワ イ ン を飲 ま せ ， 自分 は 毒 入 りの ワ イ ン を飲 む 。 そ

して ア ン トニ オ は，セ バ ス チ ャ ン と イ ザ ベ ラ の 結 婚 の 神 聖 な 誓 い に反 して ，

自分 が イ ザ ベ ラ を娶 っ た こ とで 自責 の念 に さ い な ま れ て い た 気 持 ち を吐 露

す る(`Isee now!'Tis a thing dreadful t'abuse holy vows 1 And falls most

weightジV；i，66-68)。

 従 僕 ハ ー ミ オ(Hermio)が 現 わ れ ， ア ン トニ オ が 刺 した 二 人 は 負 傷 し

た だ け で ， 死 ん だ わ け で は な い と明 らか にす る 。 そ して ， 刺 され た 女 は イ

ザ ベ ラ で は な く フ ロ リダ で あ り， ア ン トニ オ が 飲 ん だ の は 毒 入 りの ワイ ン

で は な く， 害 の な い飲 物 で あ る こ とが 分 か る 。 「薬 の こ と で は ， 心 配 ご 無

用 で す 。 お 健 や か な こ と は ， お 生 ま れ に な っ た と き と 同 じ く らい で す 」

(`Let not conceit abuse you；you're as healthful，/For any drug， as life as yet

ever found you.'86-87)o

 劇 は急 速 度 で 進 行 し， まず 市 長(Lord Governor)が ア ン トニ オ の 屋 敷

を 訪 れ る 。 次 に 深 手 を 負 った フ ロ リ ダ が 倒 れ 込 む 。 彼 女 は イ ザ ベ ラが フ ェ

ル ナ ン ドの 館 で ， シー リオ と共 に 夜 を 過 ご して い る と告 げ る 。 ア ン トニ オ

は 妻 へ の 新 た な 疑 い に 捕 え られ ， 復 讐 心 に駆 り立 て られ て ， 二 人 を見 つ け

に 走 り出 して い く。

 市 長 は 静 観 す る こ と にす る 。 「姪 イ ザ ベ ラ に 罪 が あ る な ら ， 弁 じ立 て る

こ と は あ る ま い 。罪 が な けれ ば ， 神 の加 護 が あ る だ ろ う」(`1'll not speak!

To have her spared if she be base and guilty./If otherwise， heaven will not

see her wronged；'107-109)0

 5幕3場 で ，劇 は 大 団 円 を 迎 え る 。 市 長 ， イ ザ ベ ラ， フ ロ リダ ， フ ラ ン シ

ス カ ， ア バ ー ゼ イ ンズ ， ガス ペ ロ ， シー リオ の セ バ ス チ ャ ンな どが集 ま る 。

 そ の 場 で ， イ ザ ベ ラ は 訴 え る 。 「わ た しが 無 実 の罪 を 着 せ られ た こ と は ，

こ の 女[フ ラ ン シ ス カ]の せ い だ と い う こ と は 明 白 で す 」(`My wrong
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being so apparent in this woman一/Acreature that robs wedlock of all

comfort l Where'er she fastens...'V，111，1-5)。 そ し て ， ア ン トニ オ の 軽

挙 妄 動 が 明 らか に な る。

 「こ い つ は 奇 妙 だ 。 ア ン トニ オ は 間 違 っ た こ と を し て い な が ら ， 復 讐 を

求 め る とは 」(`This is strange，!That he should give血e wrongs yet seek

revenge.'9-10)と 市 長 は合 点 が い か な い。

 そ こヘ ハ ー ミ アが 駆 け込 ん で き て ， ア ン トニ オ が 突 然 の 事 故 で 亡 くな っ

た こ と を報 告 す る。 ア ン トニ オ は フ ェル ナ ン ドの館 に怒 り狂 っ て 闖 入 す る

が ，誤 っ て 隠 し戸 か ら底 深 い 地 下 牢 に 落 ち込 ん で し ま っ た の で あ る 。

市長 「欲情の種よ，不正 と誤った復讐心は，なんという恐怖を哀れ

   な奴にもた らす ことか。そいつがいささかも予期 していない

   時に。」

イザベラ 「主人のことは，もういいわ。あの人のどんな悪 いことも。

   かわいそ うだと思 うだけ。」

GOVERNOR Oh you seed of lust，

Wrongs and revenges wrong， with what terrors

    You do present yourselves to wretched man

    When his soul least expects you!

ISABELLA     I forgive him[Antonio]

    All his wrongs now and sign it with my pity.

                    (V， iii， 33-38)

 フ ロ リダ は ， ア ン トニ オ の 急 死 とい う知 らせ を聞 い て 気 を 失 う。

 こ こで セ バ ス チ ャ ン は シー リオ の偽 装 を 取 り去 っ て ， 市 長 た ち を 驚 か せ

る ， 「わ た し も ， ず い ぶ ん ひ ど い 目 に 合 い ま し た 」(`The same， much

wronged， sir.'44)。 そ の 場 に い た 者 は ， 誰 も 自分 の 目 を 信 じ られ な か った
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が，この瞬間，イザベラは喜びの声を挙 げる。セバスチャンは，「もう職

業 としては召使ではないが，これからも，あなたに仕える窶 であることに

変わりはありません」と彼女 に愛を誓う。ガスペロの偽証でセバスチャン

は亡くなったと思われていたのだが，こうして事実が判明し，皆も二人を

祝福する。

 r魔女』の主筋は以上である。事件の発端は，セバスチャンが婚約者を

奪われた ことであり，友人フェルナンドはそれを 厂愛に対する不当な仕打

ち」(`Wrongs done to love，'1， i，25)と 表現している。 この原因を作 り出

した人物アン トニオは，自らその非を認めている(v；i，66-68)。 が，彼は

妻が不貞を犯したと勝手に思い込み，その 「悪い行為」を許容できず，復

讐 しようとして自分で墓穴を掘ることになる。主筋の最後で，シー リオは

仮装を脱ぎ取って，本来の姿であるセバスチャンに戻る。彼は今までの自

分に対する 「不当な扱い」(V，iii，44)が終わった ことを喜び，安堵の気持

ちを述べる。 この間に，`wrong'や`abuse'と いう不正，不義，誤謬，悪用

な どを意味することばが繰 り返 し用いられており，作中人物がお互いに信

用できない関係にあることを示 している。

 約言すれば，主筋は間違った結婚の祝宴で始ま り，正当な結婚の予告に

終 わる。それが作 中人物 の台詞の 中で は，`wrong'の 指摘で始 ま り，

`wrong'の 是正 に終わることばとして表現 されているのである。

II.副 筋

 次に大公妃を中心とする副筋について考えてみることにしたい。

 1幕1場 で，大公の屋敷では， 前夜か らの婚礼を祝う宴がまだ続いてい

る。やがて大公，大公妃，市長，花婿アントニオ，花嫁イザベラ(市 長の

姪)， フランシスカ(ア ン トニオの妹)が 舞台に登場。大公は祝宴の続き

として，杯を一巡させるが，その杯はかつて自分と戦って敗れた義父の髑
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髏である。アントニオは婚礼の席にふさわ しくないものを差 し出され，不

吉な予感がする。

 大公妃は亡き父が このように辱められるのを何度 も経験し，夫 に対 して

反発を強め，嫌悪感を抱 く。

 そこで彼女は，アルマキルデス(Almachildes)一 小間使 いのアモレ

ッタ(Amoretta)に 想いを寄せている紳士一 を使 って，夫の殺害を計画

する。アモレッタはアルマキルデスが嫌いで，将来の自分の結婚を考 え，

この男との交際のために世間の評価が下がることを好まない(II， ii，132)。

しか し，女主人に言われた通 り，求愛 を受け入れる振 りをして彼を寝室に

誘う。

 翌朝， 目隠 しをされたアルマキルデスが，「あんたは処女だったはずだ

が，男をだますようにうまく嘘をついていたんだな。あんた との結婚を予

定していたのに。おれはうまく担がれていた，というわけか」 とアモレッ

タを相手にしているつもりで しゃべ っている。目隠しを取 られてみると，

目の前にいるのは，大公妃。前夜，アルマキルデスが関係を持ったのはア

モレッタではな く，同妃だったのかと思い至る。

 「大公 を殺すか，自分が死ぬか， どちらかを選ぶように」 と大公妃は，

彼 に命 じる。「大公 を殺せば，あなたと正式 に結婚する」 と大公妃 に言わ

れ，アルマキルデスは，仕方なく同意する(3幕1場)。

 4幕1場 に入って，アルマキルデスが登場。「大公を片付けたあとは，お

れが殺 られる ことにな りそうだ。女の誘惑には用心 しなければ……。それ

に民衆は自分たちの中から，新 しい大公 を選出した いと騒いでいる」と独

語 し，大公妃の 「節操」(`honesty，'IV， i，9-10)を 疑 う。

 案の定，大公妃は，夫の殺人に関する証拠隠滅のために，今度はアルマ

キルデスを葬 り去ろうとする。そして，権力者の庇護のもとで安逸な生活

を送 るために，市長との結婚を思い描いている。 うまい具合に市長が来訪

し，大公妃は夫を喪ったこと，そして民衆の蜂起で途方に暮れていること

で市長の同情心に訴え，彼の愛欲を掻き立てることにも成功する。
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 彼 女 は ア ル マ キ ル デ ス が 邪 魔 に な った の で ， 魔 女 ヘ カ テ の 助 言 を得 て ，

彼 の息 の根 を止 め て や ろ う と思 う(Tll take some witch's counsel for his

end，/That will be sur'st. Mischief is mischief's friend.'IV， i，94-95)o

 劇 の 結 末 近 くで ， 大 公 妃 が 登 場 。 彼 女 は ア ル マ キ ル デ ス が す で に魔 術 で

殺 さ れ た ， と思 って い る 。 市 長 は彼 女 に 求 婚 の 抱 擁 をす る と見 せ か け て ，

とつ ぜ ん そ れ を止 め る 。

 そ の とき ， 亡 骸 の よ う に見 え る大 公 の 身 体 が 発 見 さ れ る 。

市長 「大公はあなたの手 に掛かったのだ。」

大公妃 「では，甘ん じて死を受けましょう，あなたの剣で。」

市長 「姦通を犯した女の血で，わたしの剣 を汚す ことはできない。」

大公妃 「夫の流血は，わたしのせいですが，姦淫の罪は犯していま

  せん。」

 それでアルマキルデスが呼ばれ，大公妃との関係を証言する。

 ところが，「目隠 しされたアルマキルデスが関係を結んだのは，雇われ

た娼婦です」 とアモ レッタが説明し，大公妃の汚名はそそがれる。大公妃

が犯したのは，夫を殺 した罪だけだ ということになる。

 しかし，大公は殺されたわけではなか った。(ア ルマキルデスは大公 を

亡き者にしたと偽 って，大公や市長に大公妃の企 みを打 ち明けたのだっ

た。)こ こで，今まで死んだ振 りをしていた大公が立ち上が り，夫人と和

解。 この日が 「勝利，喜び，真実の愛の日」 となった ことを述べて，劇が

幕を閉じる。

 このような副筋における事件を展開させる主なモチーフは，大公が義父

の髑髏を酒盃として用いるという`abuse'で ある。本来，埋葬されて土のな

かに眠っているはずのものを祝宴の席に持ち出 し，アルコール飲料を入れ

る道具 として使 うな どというのは悪趣味であ り，常識の範囲を超えた骸骨
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の悪用であ り誤用である。劇の最後で，「亡き父の受けた傷は，わた しの

復讐に値するほどの ことではありませんでした」(`His injury was too low

for my revenge.'V；112，91)と 大公妃は自分の罪を認めるが，大公の行為は

死者の人格権を著 しく損うという意味で咎むべきであり，彼女が夫に反感

を持ったのも納得できないわけではない。

 しかし，大公妃が復讐を遂行するにあた って用 いる手段は，自分のジェ

ンダーに基づ く手練手管であり，セクシャルな`abuse'で あって，道徳的に

到底許されることではない。彼女はアモレッタに命 じてアルマキルデスを

誘い込み，アルマキルデスに肉体関係が生じた と思い込ませて夫殺 しを使

嗾する。それが成功 した という報告 を受けると，今度は権力者による保護

を求めて市長との結婚を求める。そのため，アルマキルデスが障害になる

ので，魔女ヘカテに魔術で彼 を死 に到 らせるように頼み込む(V，ii)。 最

後に，大公が生きていることが分か り，大公妃は暗殺を企てたことを認め

る。彼 女 は姦淫 について は潔 白 を主張 す るが ， 肉欲 を餌 に男 たち を

`manipulate'し 利用 しているのであって，性欲 を`abuse'す るや り方に，彼

女 自身の魔女的な性格が現われている。

III.脇 筋

 次 に ア ン トニ オ の 妹 フ ラ ン シ ス カ と そ の 情 夫 ア バ ー ゼ イ ンズ を 中 心 とす

る 脇 筋 につ い て 考 え て み よ う 。

 ま ず ， フ ラ ン シ ス カ の 性 的 な 放 縦 が 明 らか に な る の は ， 先 述 の1幕1場

で ， 大 公 が 髑 髏 の 盃 を一 巡 させ る 場 面 で の 独 白 で あ る 。 彼 女 は 妊 娠 して い

る こ と を 知 られ な い よ う に ， 本 当 は 飲 み た くな い 酒 を 飲 む こ とに す る 。2

幕 の 傍 白 で ， 彼 女 が ， あ る 夜 ， 男 友 達 と共 寝 して ， す ぐ妊 娠 して し ま い ，

そ の た め に悩 ん で い る こ と が 明 らか に な る 。 「恋 人 は わ た しが ， 評 判 を落

と さ な い で い られ る よ う に ， う ま い 方 法 を考 え る と言 っ た け れ ど 」(`My

friend promised me/To provide safely for me and devise/Ameans to save
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my credit here i'th'house.'II， i，57-58)o

 イ ザ ベ ラ は そ ん な フ ラ ン シ ス カ に ， 「結 婚 で き て よ か っ た 」 とそ の 功 徳

を説 き(`1'mfor the married life；Imust praise that now.'II， i，68-69)， 夫

ア ン トニ オ の 自慢 話 を す る 。 そ して ， 「お 互 い に 共 通 の 話 が で き る よ う に ，

あ な た も早 く結 婚 しな さ い」 と 勧 め る 。 ア ン トニ オ が 登 場 した あ と， フ ラ

ン シ ス カ の情 夫 アバ ー ゼ イ ン ズ と従 者 が ， 食 べ 物 の 袋 や ワ イ ンや ク ラ レ ッ

トの ボ トル を 携 え て や って 来 る が ， ア ン トニ オ は ア バ ー ゼ イ ン ズ が 気 に 入

らな い 。

 そ こヘ ス コ ッ トラ ン ドか ら来 た と称 す る紳 士 が ， ア ン トニ オ の 母 親 か ら

の 手 紙 を 持 参 し， 「す ぐ に フ ラ ン シス カ を 寄 越 す よ う に」 と の 用 命 を伝 え

る 。 フ ラ ン シ ス カ は 「行 き た く な い け れ ど ， お 母 さ ん の 言 う こ と だ か ら ，

仕 方 が な い わ 」 と旅 仕 度 をす る 。

 2幕3場 。 ア バ ー ゼ イ ン ズ と赤 ん 坊 を 抱 え た 老 女 が 登 場 。 赤 ん 坊 は フ ラ

ン シ ス カ が 分 娩 した ば か りの子 ど も で あ る 。 ア バ ー ゼ イ ン ズ は 赤 ん 坊 を 老

女 に託 して ， 秘 密 の屋 敷 に連 れ 去 る よ う に指 示 す る 。 フ ラ ン シス カ は ス コ

ッ トラ ン ドの母 親 の家 に 行 っ て い た こ と に して ， ひ そ か に この 赤 ん 坊 を 産

ん だ の だ った 。 彼 女 は ス コ ッ トラ ン ドか ら 馬 で 帰 っ て き た 振 りを して ， 兄

ア ン トニ オ の と ころ へ 戻 る こ とに す る 。

 そ の 間 に ， イ ザ ベ ラ は ア バ ー ゼ イ ン ズ と フ ラ ン シ ス カ の 内 密 の 関 係 を う

か が わ せ る 手 紙 を見 つ け ， 義 妹 の や り方 に腹 を 立 て て い る 。 そ の 時 ， フ ラ

ン シス カ が ス コ ッ トラ ン ドか ら戻 って き た と い う。 母 親 が 自分 に会 わ せ よ

う と し て い た 紳 士 が ， あ る 結 婚 式 の 披 露 宴 で 過 食 の た め に急 逝 し， 会 う こ

とな く帰 っ て きた と彼 女 は説 明 す る 。

 イ ザ ベ ラ は す で に そ の 嘘 に 気 づ い て お り， 「この 筆 跡 が 誰 の も の か ， 分

か る はず よ 」 と彼 女 に 手紙 を見 せ る 。 イ ザ ベ ラは フ ラ ン シ ス カ が 「兄 の 家

を う ま く 利 用 し ，信 頼 に付 け込 ん で い る 」 こ と を 憤 る(`She...1Abused

her brother's house and his good confidence.'III， ii，55-57)。 「良 心 に そ

む いて ， わ た した ち を 裏 切 っ た り， あ ん な に い いお 兄 様 や あ な た に対 し て
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抱 い て い る わ た した ち 二 人 の 気 持 ち を 損 な うな ん て ， ひ ど い こ と だ わ 」

(`'Twas ill done to abuse yourself and us，/To wrote so good a brother and

the thoughts 1 That we both held of you.'97-99)。 そ して ， 「ア ン トニ オ に

は ， 何 も言 わ な い こ と にす る か ら， ア バ ー ゼ イ ン ズ と別 れ な さ い。 さ もな

い と， わ た しは あな た の 敵 にな る で し ょ う」 と告 げ る 。

 フ ラ ン シ ス カ は 兄 に この 秘 密 を 知 られ る の を恐 れ ，注 意 を逸 らす た め に ，

イ ザ ベ ラ の 貞 操 に 疑 問 を抱 か せ る た め の 計 略 を 思 いつ く。 彼 女 は ， 兄 と二

人 き りにな っ た と き に訴 え る 。

 「わ た し もお 兄 様 が 選 ん だ 方 は 好 き よ 。 で も ， あ の 方 が お 兄 様 に 悪 い こ

と を して い る の に ， 黙 って い られ る か し ら。 これ は 兄 妹 の 愛 情 と して 言 う

の よ 」(`Ilove her as a woman you made choice of一!But when she

wrongs you， natural love is touched， brother，/And that will speak， you

know.'III， ii，148-51)。 「で も， 家 に姉 妹 や 母 親 や 近 親 者 が い る か ぎ り， 若

い 嫁 が 夫 に 内 緒 で 悪 い こ と な ん か で き な い わ 」(`ltis notpossiblelA

young wife can abuse a husband then；'161-62)a

 そ の 後 の事 件 の 経 過 に つ い て は ， 主 筋 と の 関 連 で 述 べ た 通 りで あ る 。 フ

ラ ン シス カ は ， 世 間 体 を案 じ る ア ン トニ オ に よ っ て 殺 さ れ そ う に な り， 本

当 の こ と を 告 白す る 。 つ ま り， イ ザ ベ ラ の 不 貞 は 捏 造 で あ り， 婚 姻 外 の 交

際 を楽 しん で い た の は 自 分 の方 だ っ た ， と(4幕3場)。 そ こ で ， ア ン ト

ニ オ は ア バ ー ゼ イ ンズ を 呼 び ， 妹 と の結 婚 を誓 わ せ る(5幕1場)。

 この よ うに 脇 筋 で は ， 結 婚 制 度 と い う枠 内 の性 とそ こか ら逸 脱 した 欲 望

が 対 比 され て い る 。 イ ザ ベ ラ は ア ン トニ オ と 結 婚 し な が ら ， 夫 と の 間 に性

的 な 関 係 が な く， フ ラ ン シ ス カ の 方 は婚 前 の性 を 経 験 しな が ら， そ れ を隠

す こ と に努 め て い る 。 前 者 が 後 者 に結 婚 の 歓 び を 説 い て 聞 か せ る の は ア イ

ロ ニ ッ ク で あ り， 観 客 に は イ ザ ベ ラ の こ と ば が 自分 の感 情 を偽 っ た 空 疎 な

台 詞 で あ る こ とが 伝 わ る の で ， イ ザ ベ ラ に 対 して も単 純 に共 感 す る こ と は

で き な いの で あ る 。

 この 脇 筋 で も ， 性 的 な 欲 望 に支 配 さ れ な が ら， そ れ を 隠 蔽 し， 他 者 の 無
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知や善意に突け入るや り方を非難 して，`abuse'や`wrong'と いうことばが

用 いられている。フランシスカとイザベラは，お互いにそのようなことば

を用いて相手を咎める。このような応酬の中で，イザベラは，義妹の道徳

的な過誤が明るみに出ないように配慮する点で寛容である。 これ対 して，

フランシスカは彼女の善意を悪用 し，罪 を彼女に着せる ことで， 自分の名

誉(honour)を 守ろうとするのだか ら，きわめて性悪である。アントニオ

は妹の虚言に惑わされ，妻の醜聞が広がることを恐れて，妹を刺殺すると

いう法外な行為 を取ろうとする。彼は世間の評判を心配する余 り，人間的

な感情を埋没させ，敢えて不当な手段 を辞さず，保身をはかる宮廷人の酷

薄な一面を表わしている。

 IV.魔 女 たち

(1)挿話 的な役割

 最初に魔女の巣窟を訪れるのは，セバスチャンである。彼は自分がまと

もな判断力を失っていることを自覚 してお り，魔女の助言を求めるのが敬

虔なキリス ト教徒のすることではない，と思 っている。が，自己嫌悪を感

じながらも，恋の迷路 をさ迷 う者にはそれ以外に解決策がない，とその恥

ずべき行為を正当化する。

や れ や れ ， この 忌 まわ しい 場 所 に 入 る の は ，

な ん と も気 が 進 まな く て 嫌 だ 。 しか し ， こん な ひ ど い

  扱 い を受 け た 恋 の た め な ら，

キ リス トの教 え に反 す る こ と も敢 え て す る 。 お れ は 病 め る 心 の た め

  に 死 に到 る

数 限 りな い 人 間 ど も と 同 じよ う な運 命 を辿 る こ とに な る の だ ろ う。

だ が ， 避 けて 通 る わ け に は いか な い 。

Heaven knows with what unwillingness and hate
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Ienter this damned place-but such extremes

Of wrongs in love fight'gainst religious knowledge，

That were I led by this disease to deaths

As numberless as creatures that must die，

Icould not shun the way.

                (1，ii，107-12)

 問 題 は セ バ ス チ ャ ンが ， 恋 の 成 就 を不 当 に妨 げ られ た と して も ， そ れ に

対 して 道 徳 的 に許 容 さ れ る手 段 で対 処 す る の で は な く， 魔 女 の 属 性 で あ る

憎 悪 ，破 壊 ，呪 詛 とい う負 性 の エ ネ ル ギ ー を利 用 す る こ とで あ る 。つ ま り，

彼 は 良 心 に 基 づ い て 選 択 し 得 る は ず の 自 分 の メ ン タ リ テ ィ を 「誤 用 」

(`abuse')し て お り， 観 客 は嫉 妬 と 復 讐 心 に根 差 す 彼 の 「正 義 の 論 理 」 を

必 ず し も 支 持 し得 な い こ とに な る 。 し か し， 彼 の 考 え で は ， 自分 が 確 保 し

た は ず の 結 婚 の誓 約 を反 故 に し て ， ア ン トニ オ の 意 志 を受 け 入 れ た 世 間 は

間 違 って お り， ど ん な 手 段 を 弄 して も この 状 態 を是 正 しな け れ ば な らな い

の で あ る。

 セ バ ス チ ャ ン が 去 った 後 ， も う一 人 の 客 ，派 手 な 装 い の ア ル マ キ ル デ ス

が 酩 酊 状 態 で ， 恋 の お 守 りを も らい に来 る 。 彼 は ， 大 公 妃 の 小 間 使 い ア モ

レ ッタ の 気 を 引 こ う と して 失 敗 した の だ っ た 。彼 はお 守 りを与 え られ た 後 ，

魔 女 た ち の饗 宴 に招 待 さ れ る 。

 次 に ヘ カ テ た ち が 登 場 す る の は ，3幕3場 。 月 が 煌 煌 と輝 き ， 雑 木 林 で

梟 の 鳴 き声 が 聞 こえ る 夜 ，魔 女 た ち は 空 中 飛 行 に 出掛 け る 。 フ ァ イ ア ス ト

ー ン は
， 「今 夜 ，死 者 が 出 そ うだ 」(`If we have not mortality after it，1'll be

hanged，')と 予 測 す る 。 「と い う の も ， ふ し だ らな 女 た ち は 空 気 を腐 敗 さ

せ ， あた り一 帯 を 汚 染 さ せ る か らだ 」(`for they are able to putrefy it， to

infect a whole region.'III， iii，17-19)o

 さ らに 舞 台 が 転 じて ，5幕2場 。 ヘ カ テ の住 処 に は 大 鍋 が 据 え 付 け て あ

る 。 す で に 副 筋 との 関 連 で見 た よ う に ， 大 公 妃 が アル マ キ ル デ ス を屠 り去
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る術策を求めてや って来る。彼女は一カ月でやっつけられる魔法があると

聞かされ る。が，彼女が 「今夜す ぐに片付けた い」 というと，ヘカテは

「では，わたしに任せなさい」とその要望を聞き入れる。魔女たちは彼女が

去った後，大鍋に呪術のための雑多な`ingredients'を投げ込んで掻き混ぜる。

そしてそれが終わると，無気味な歌をうたって踊 りながら退場する。

(2)悪 の強 調

 ヘカテは 「彼方よ り作用 を及ぼす者」を意味するギリシャ神話の女神で

あ り，ティタン族の娘 との説もある。富，知恵，勝利などの恵みをもた ら

す とされる。が，夜には亡霊や悪魔を地上に解き放ち，死者の霊魂 と共に

彷徨するという。死者の魂の支配者として黒魔術，妖術，黄泉と関連づけ

られ，月と同一視 される こともある。 中世か らルネ ッサ ンスにかけて，

人々はヘカテを魔女たちすべての始祖だと信 じた。そ して，特別に厄介な

魔術を仕掛けるときには，呪文でヘカテの霊を呼び出し，ヘカテの助力を

求めることが必要だと考えた。9ミ ドル トンの作品には， このようなヘカ

テのイメージを窺 うことができるが，伝統的には女神であるヘカテを人間

として描いている。これは彼の知識不足によるものか，それとも先述のサ

イモン ・フォーマンやメア リ ・ウッズのような魔術に携わる錬金術士や女

魔法使いなどとの類推で女神を人間化 したもの，と思われる。

 ミドル トンの作品のなかで，魔女たちの居住地域は不明であ り，その背

景として，ロン ドンの情景がラヴェンナの環境に都合よくつなぎ合わされ

ている。10そ の結果，魔術が作用する一貫した社会的な分脈を作 り出す

試みは見 られず，大陸的なものとイギリス的なものが混 ざり合っている。

`Incubus'(夢 魔)や`succubus'(女 の悪魔)に よる一般市民たちへの性的

な虐待，塗油による魔女たちの空中飛行などはヨー ロッパ的である。一方，

使 い魔 ロウソクの人形や，「ビールの泡や ミルク」を貸 し与えて くれな

かった ことに対する報復 として牛をびっこにするな どの類いは，イギ リス
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的な迷信 ・民間伝承に基づいていると言える。

 ミドル トンは好奇心を掻き立て，劇的な効果を高めるために，これ ら魔

女の場面を提示する際に独 自の工夫を凝 らしている。①最初に観客の注意

が向けられるのは，ヘカテと助言を求めに来る人間たちとの取 り引きであ

る。ヘカテの使い魔である大きい猫が入場し，人間たちの宴会よ りも奇抜

な魔女たちの宴会が展開する。②音楽とスペクタクルを結合 した舞台効果

のなかで，魔女たちの演 じる空中飛行は，ヘカテの魔術的なテクノロジー

の成果として示される。③薬草を混ぜ合わせるヘカテの大鍋の致死的な効

力が，最後の場面 として残されてお り，シェイクスピアの 『マクベス』の

大鍋に先立つものとしてしばしば言及されるのはこの箇所である。

 ラヴェンナの宮廷が魔術の世界と交渉を持つそのや り方 によって，魔女

の場面の雰囲気が観客 に分明になり伝えられる。普通の人間と魔女たちと

の交流が簡単に行われ，人間界は魔女たちによって淫猥な欲望充足の手段

とみなされている。ヘカテはほかの人間がいないとき，無骨な息子ファイ

アス トーンとの近親相姦で満足することを強いられる。

 セバスチャンや大公妃などの客に対しては，その信用 を得るために，魔

術に関する知識を披露する機会がヘカテに与えられる。彼女は自分の権威

を確立しながら，抜け目なくテレパ シーの魔力を楽しむ。月の光 に照 らさ

れて飛行 のできる能力を喜び，音楽 ・ダンスを楽 しむ様子も，ミ ドル トン

の魔女 として特徴的である。しか し，彼女が自分の能力の範囲を越えて魔

術を施すことはできない。お守 りはたいせつに扱われなければならず，ロ

ウソクの人形による呪いを成功 させるためには満月を必要 とする。また，

結婚に関して，ヘカテはその状態を解消させる能力が自分にないことを認

めている。11

 魔女たちの属性として，既述のように，空気を汚染させ事物を腐敗させ

る能力のあることが語 られているが，ヘカテたちはラヴェンナにおける退

廃と並行 してお り，市民社会における節度のない性的な欲求 を悪の強調点

として際立たせている。魔女たちは快楽の追求に関して貪欲であり，その
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`hedonism'は 人間の欲望を誇張し歪曲した形態となってお り
，宮廷のパロ

ディとして作用 している。魔女たち と宮廷人たちに共通 しているのは不健

全な性的欲求であ り，それがこの劇の主要な関心事になっている。しか し，

魔女たちは 「いたず ら」(`mischief，'1， ii，180)そ れ 自体を楽 しんでいるだ

けで悪意がなく，一般の人間たちよ りも無邪気である。例えば，ファイア

ス トーンが，夢魔(Nightmare)と の無軌道な遊びに出かける箇所(1. ii.

94-104)な ども，喜劇的な印象 を与える。宮廷人は偽善的であ り，相手に

知られず，ポーカーフェスで邪悪な意図を実行するのだか ら，彼 らの方が

魔女たちよりも性質が悪 いということになる。

(3)ペ ン ・ジ ョ ンソ ンの 作 品 との比 較

 ミ ドル トンの魔女ヘカテは，ベン ・ジ ョンソンの 『女王たちの仮面劇』

(The Masque of Queens，1609)に 登場する女神ヘカテに示唆されたもの，

と考えられている。ジョンソンの作品では，魔女たちを導 く者として選ば

れたヘカテは人間ではなく女神である。また，魔女たちが直接人間と交渉

することはなく，ジョンソンの方が神話的な伝統に忠実である。

 ジョンソンの仮面劇では，魔女たちは社会の調和を破壊 し，無秩序の状

態を作 り出す。女親分(Dame)と11人 の魔女たち(witches)は ，幕間

狂言(anti-masque)で 活躍し，本来 の正 ・仮面劇を引き立てる 「虚偽の

仮面劇」 という位置を占めてお り，悪徳や無知 と関連づけられて，異様な

場面を演 じる。『女王たちの仮面劇』の基本的な主題は美徳の勝利であり，

ジョンソンにとって，美徳とは知識のことである。魔女たちに象徴される

悪徳 ・愚昧に対 して，12人 の女王たちの美徳 ・知識が打ち勝つ。ジョン

ソンの仮面劇はすべてルネ ッサ ンス ・ヒューマニズムの精神 に満ちてお

り，古典の学問 ・価値の保持が最も重要視されている。 というのも，彼は

ルネッサ ンスの基本的な規範一 個人と国家双方における調和 ・秩序を称

揚したか らである。
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 ジョンソンの作品の中で，魔女たち(witches)は ，二重の性格を持っ

ている。一つは，Dame(女 親分)， す なわちAte(女 神 アテ)の 分身や

Mischief(災 い)な どがその集団を先導する，魔女としての本来の性格で

ある。もう一つは 「真実の名声」(True Fame)の 敵対者 としての属性であ

り，無知，疑い，信じやすさ，虚偽，不平，悪意，横柄，中傷，罵倒，悲

痛，陵辱などの破壊的な性格である。12

 魔女たちは調和の取れた社会を狂わせ，混乱 をもたらすが，それはルネ

ッサンスの精神が最 も恐れた悪政(misrule)の 一つの典型である。〈女親

分〉は，国王ジェームズの平和外交に暗に言及し，「穏やかな平和の成果

を見るのはいやだ」(132)と 為政者に抵抗する姿勢を見せる。13 〈女親

分〉は社会 を混乱に陥れるために薬草を作 り，魔法の呪文を唱える。それ

でも効力が現われないので，魔法 を生み出すためのダンスを始める。彼女

たちのグロテスクなその踊 りは正 ・仮面劇の優美なダンスと対照的であ

る。

 このように正 ・仮面劇は光として表現 される美徳 ・知識 と結びつけられ

るのに対 して，魔女たちによる幕間狂言は暗闇を支配する悪徳 ・無知と連

関性を持っている。14そ のため魔女たちは，夜行性の動物や魔術の儀式

に使われる薬草によって，闇の雰囲気を強化 している。他方，名声 ・美徳

の勝利は，音楽や光の奔出によって特徴づけられ，名声は黄金の翼，黄金

の襟を備えている。15

 ここでシェイクスピアの 『マクベス』に付言す ると，King's Menは ミ

ドル トンの 『魔女たち』を上演したあと，好評を博した要素をrマ クベス』

に部分的に取 り入れたという仮説もある。『マクベス』2幕1場 および3幕

2場 で言及されているが，3幕5場 で，不意にヘカテが現われるのはその

ためだ という。ともあれ，魔女たちが薬草 を集める場面に関 して，『マク

ベス』では月食の完全な暗闇が支配 しているのに対 して，ミ ドル トンの作

品では月明か りの中で行われる。前者の方には凄味があ り，後者よりも毒

性 と悪意が強化されている。また，ミ ドル トンの作品では，人間が自分で
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行為を選択したあとで魔女たちに相談するが，シェイクス ピアのマクベス

は，魔女たちによって選ばれた犠牲者なのである。16

V.「 魔女」 と実在 の人物

 作品の舞台はイタ リアのラヴェンナに設定されているが，実質的にはジ

ャコビアンの宮廷生活を描写 している。このような背景のなかで，実在の

人物と作中人物 との間にはどのような照応が見 られるだろうか。セバスチ

ャンが帰国してみると，許嫁を別の男に奪われていたというのは，現実の

出来事としては，エセ ックス伯が大陸旅行か ら帰ってくると，フランセス

がロバー ト・カー と恋仲 になっていたことを髣髴させる。 しか し，この箇

所 を除くと，セバスチャンは，既婚夫人であるイザベ ラとの恋を実 らせて

最終的には彼女を娶るのであり，彼にはエセ ックス伯ではなくカーが投影

されている。 これに対 して作中のアン トニオは，イザベラとの関係でエセ

ックス伯に似通うところが顕著である。

 作品では，セバスチャンは 「神聖な誓約が二人の魂の結びつきを認めた」

(II，1，222)と 主張 してお り，イザベラと自分がお互いに真実の愛 によっ

て結ばれていると思 っている。19他 方，従僕ガスペロがいうように，ア

ントニオは 「評判のために結婚する」(1，1，54)のであり，彼の結婚の動機

には不純な要素が含 まれてお り，神聖な愛を 「歪め る」 一`abuse'す

る 一 ことになる。 これはサ フォーク伯とエセックス伯の両家が，本人た

ちの愛情の問題について十分に考慮せず，愛情よ りも地位 ・収入 ・名声な

どを重視 した こと，そのため悲劇的な事態を引き起 こすに到ったことを想

起 させる。フランセスは親たちの結婚の取 り決めを承諾するが，年月が経

って，その制約がカーとの関係を妨げている，と不満を抱 くよ うになる。

社会的な拘束 のために， 「愛が歪められている」 と彼女が感 じた として も

無理ではないかもしれないのである。

 フランセスはエセックス伯の性的な接触を拒むため，あらゆる手段を取
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った。ターナー夫人と共に占星術師 フォーマンを訪れ，夫との関係を絶つ

ためにまじないや薬草の処方を受けたとされる。エセ ックス伯の寝巻きに

は，フランセスの召使いによって樟脳や生殖能力を弱めるための薬品が沁

み こませてあった という。「フランセスたちは，蝋でできた人形 を作 り，

葉をつけた小枝か らとげを抜き取って，その人形の股間にそれを刺 し，ま

じないが効 くようにした」。20作 品では， このことへの言及が，セバスチ

ャンがヘカテから，アン トニオの性的な能力を衰弱させる呪符を受け取 り，

そのためアントニオはイザベラとの性的交渉を持つ ことができない，とな

っている。21

 また，作品では，ヘカテは大公妃の要望 に応えて，殺 したい相手を一カ

月 ぐらいかけて，少 しずつ体力を衰弱させるや り方 を勧めている。

お誂え向きのものがあります。 こいつは，

相手がどういうわけか，突然の死 に見舞われる

  というやつでしてね。

そいつの人形 を蝋で作って，

死んだ男たちの眼球の放つ青い火で

  そっと練 り上げます。

それで，そいつは段々弱っていくんです。

Then I have fitted you.

Here lie the gifts of both sudden and subtle；

His picture made in wax and gently molten，

By a blue fire kindled with dead men's eyes，

Will waste him by degrees.

             (V，ii，2-6)

この箇所は，フランセスが夫エセ ックス伯の精力を弱めるために，蝋人
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形を用いたというエ ピソー ドに対応 している。彼女がサイモン ・フォーマ

ンを`father'と呼んだように，大公妃はヘカテを`mother'(V， ii，33)と 呼

んでいる。またヘカテの性的な乱脈振 りは，フォーマンの館で演 じられた

という淫猥な黒魔術の儀式を想わせるところがある。

 夫に対するフランセスの仕打ちが事実 とすれば，エセ ックス伯は自分の

屋敷で，新婦や従者たちか らきわめて不当な扱いを受けていたことになる

が，この ことも作品に取 り入れられている。アン トニオの家では，フラン

シスカと紳士アバーゼインズが内緒で恋愛関係を結んで，イザベラはフラ

ンシスカが 「兄の家 と信頼を悪用した」(`Abused her brother's house and

his good confidence.'III， ii，57)と 義妹 を非難する。一方，シー リオに変

装 したセバスチャンがイザベラの召使いとして入 り込んでお り，私通の機

会をね らってお り，主人アン トニオの屋敷 を悪用 している。「若い妻が，

夫に忠実でない」(III， ii，52，162)と いうイザベラに対するフランシスカ

の告げ口は虚言であるが，彼女が意図しないところで真実一 シー リオ

(セバスチャン)と イザベラの関係一 を暴いているところがある。また，

イザベラがシー リオの ことばに従って，フェルナンドの屋敷を訪れるのは，

彼女にシー リオの誘惑 を期待 しているところがあるか らだ，と考 えられな

くもない。

 前述のように，フランセスはカー と正式 に再婚する前，腹心の友ターナ

ー夫人の館を逢引きの場として利用 したようである。同夫人は，一見，豪

華な調度を整えた自分の邸宅で，貴族たちが束の間，快楽 に耽ることがで

きるように，女性を斡旋することもあった。劇の中では，シー リオのセバ

スチャンが，友人フェルナンドの館をそのようなあいまい宿として利用 し，

娼婦フロリダにイザベ ラの寝室の鍵を渡 した り，イザベラを誘い込んだ り

するのである。

 このように劇の中で，モラル面での空白がラヴェンナの宮廷を覆ってお

り，特にアン トニオの妹で16歳 のフランシスカの公然たる破廉恥な堕落

振 りはその一端 を示 している。彼女 は性的に奔放でありながら，「自分の
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名 誉 」(`credit，'II， i，59)を 慮 り， 戯 れ の 恋 で 懐 妊 した こ とで 罪 悪 感 に 悩

ま さ れ て い る(115)。 この こ と を イ ザ ベ ラ に 知 られ て ， 兄 ア ン トニ オ の怒

りを招 く こ と を 恐 れ ， 自分 の 身 を守 る た め に，義 姉 を 陥 れ よ う と さ え す る。

彼 女 は 道 徳 的 に ま っ た く無 責 任 で あ り， 名 前 ・年 齢 ・性 格 の 点 で ， 実 在 の

フ ラ ン セ ス に類 似 す る と ころ が 少 な くな い。

 フ ラ ンセ ス は エ セ ック ス 伯 との 結 婚 を無 効 に す る た め に 法 律 上 の 許 可 を

必 要 と した が ， こ の こ と も作 品 の 中 で 暗 示 的 に 言 及 され て お り， フ ラ ン シ

ス カ と ア バ ー ゼ イ ン ズ に 結 婚 を 誓 わ せ る ア ン トニ オ の 台 詞 の な か に見 られ

る 。 「こ うす れ ば ， 有 効 な 離 婚 の 認 可 は 必 要 な い だ ろ う 。 こ の 取 り決 め が

いや だ と して も」(`You shall not need!Astrong bill of divorcement after

that，11f you mislike your bargain.'V；i，50-52)と ア ン トニ オ は い う。

 し か し， フ ラ ン シ ス カ だ け が フ ラ ン セ ス の 分 身 と い う わ け で は な い。 イ

ザ ベ ラ が 結 婚 後 も処 女 で あ る と い う点 で は ， フ ラ ン セ ス が 部 分 的 にイ ザ ベ

ラ の モ デ ル に な って い る 。 ま た 大 公 妃 の 行 為 に も フ ラ ン セ ス を連 想 させ る

要 素 が 窺 わ れ る 。 夫 に対 す る大 公 妃 の 復 讐 と い う副 筋 は ， モ ンテ ー ニ ュ の

The Florentine History中 の 挿 話 に基 づ い て お り，17世 紀 ス チ ュ アー ト朝 の

イ ギ リス の 現 実 と の 直 接 的 な 関 係 は な い 。 が ， 大 公 妃 は ア ル マ キ ル デ ス

を 雇 っ て 大 公 を殺 させ よ う とす る 。 こ の こ と は オ ー ヴ ァ ベ リー が ， ロ ン ド

ン塔 に幽 閉 さ れ る少 し前 に ， フ ラ ンセ ス が ア ン 王 妃 の 従 者Sir David Wood

を呼 ん で ， オ ー ヴ ァベ リー 暗 殺 の 話 を持 ち か けた こ と に符 合 して い る 。22

「デ ー ヴ ィ ッ ドさ ん ， あ な た は オ ー ヴ ァベ リー の た め に つ ら い 目 に

あ っ た け れ ど ， これ ま で の 借 りを 返 す こ とが で き る 方 だ そ うね 。 あ

の 男 は あ な た だ け で な く， わ た しや ほ か の 人 た ち に も とて も ひ ど い

こ と を して き た の よ。 あ の 男 を 何 とか 片 付 け る こ と が で き な い か し

ら。」

`Sir David
， I hear you have received great wron of Overbury， and

that you are gentleman that can revenge the wrote as well as any.



ミ ドル トンの 『魔 女』 とレデ ィー ・フラ ンセ ス ・ハ ワー ド 29

That man has wronged not only yourself but myself and others

exceedingly， and I would be glad that we were rid of him.'23

大 公 妃 も`injury'(=`wrong')に 対 す る 復 讐(revenge)を 人 殺 し と い う極

端 な 手 段 に よ って 果 た そ う とす る こ とで(V，iii，91)， 現 実 の フ ラ ン セ ス と

相 似 して い る 。

 また ， 大 公 妃 は 夫 を殺 害 し た あ と， ア ル マ キ ル デ ス を謀 殺 し市 長 と再 婚

す る と い う計 画 を 練 る が ， ア ル マ キ ル デ ス は こ の こ と を 感 知 して 言 う 。

「水 曜 日に な っ て ， ま だ 生 き て い た ら ， 流 動 食 に は 気 を つ け て ， 食 べ な い

こ と に しよ う。」(`if I live Wednesday，1Say I have been careful and

shunned spoon-meat.'IV；i，43-44) これ は ， フ ラ ンセ ス が 入 獄 中 の オ ー

ヴ ァベ リー へ の差 入 れ と して ， 毒 入 りの タ ル トや ゼ リー を ロ ン ドン塔 長 官

代 理Sir Gervase Elwes宛 て に 届 けた とさ れ る事 件 に対 応 して い る 。24

 特 に 注 意 した い の は ，`wrong'と い う語 が ， す で に 引 用 した イ ザ ベ ラや

フ ラ ン シ ス カ の 台 詞 だ け で な く， フ ラ ンセ ス 本 人 が 実 際 に話 した 会 話 の 中

で も用 い られ て い る こ とで あ る 。

 オ ー ヴ ァベ リー 事 件 との 関 連 で は ， ア ン トニ オ が 毒 入 りの ワイ ン を召 使

い ハ ー ミ オ に 持 っ て 来 さ せ て ， 自 らそ れ を 飲 む く だ り も そ の 一 つ で あ る 。

ハ ー ミ オ は 主 人 の 指 示 に そ む い て ， 毒 を 入 れ な か っ た の で ， こ の と き ア ン

トニ オ は 死 を免 れ る 。 オ ー ヴ ァベ リー へ の フ ラ ンセ ス の 差 入 れ に は ， 先 述

の タ ル トな ど の ほ か に ワ イ ン も あ った 。 エ ル ウ ェ ス が 部 下 の 看 守 ウ ェ ス ト

ンに 指 示 して ，毒 入 り と疑 わ れ る も の は ぜ ん ぶ 抜 き取 って 囚 人 に渡 した と

い うエ ピ ソ ー ドを想 起 さ せ る。25

結 語

 この劇の中でいささか奇異に思われるのは，作中人物たちが驚 くほど気

軽に魔女のもとへ相談に出掛けることである。最も聡明そ うに思われるセ
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バスチャンでさえ，ヘカテの巣窟に出向 く。彼がそこを訪ねるときも，立

ち去るときも，自己嫌悪 を感 じている様子は明 らかであるが……。なぜ彼

らが 自分の理性 を放棄 し，自由意志の働きを否定 して，手 っ取 り早いが悪

魔的一 機械的かつ暴力的な手段に訴えようとするのか，と観客や読者は

疑問を抱かずにはいられない。

 本来，魔術は健全な思考の持ち主なら拒否す るはずのいかがわ しい トリ

ックであり，キ リス ト教の信仰を支えとする市民社会か ら排除されるべき

暗黒の領域 を占めている。しか し，ジェームズ朝の英国では，オカル ト魔

術 を看板にする詐欺師まがいの連中に引き寄せ られる者たちが少なくなか

った。サイモン ・フォーマンにフランセス ・ハ ワー ドが心酔 したのは，そ

の代表的な例であり，彼女を中心として引き起 こされた二つの事件一 エ

セ ックス伯との離婚訴訟とオーヴァベ リーの死は，政治，性，暴力が魔術

と結びついて人々の関心を集めたのだった。ミ ドル トンは 『魔女』の素材

としてこれを利用 し，世間体を気にしながら欲望の虜になっている人々の

織 り成す世相について観察 し作品化 した，と考えられる。

 フ ランセス は， ジョンソンの 『女 王た ちの仮面劇』(The Masque of

Queens，1609)や サ ミュエル ・ダニエルの 『テテユスの祭 り』(Tethys

Festival，1610)に 出演 し，ダンスを披露するなど，ジェームズ1世 の宮廷

で色香を振 りまくスター的個性の持ち主だった。が，彼女は，政治的な権

力闘争というゲームのなかに配置された将棋の駒のような存在であり，女

性 というジェンダーのために男性の政治抗争のなかで翻弄された。一方，

『魔女』の大公妃 はジェンダー としての役割を意識 しなが ら，政治的なパ

ワー ・ゲームを掌握する権力者に保護を求めることで敗北を免れようとす

る。26

 ヘカテたちの場面に関しては，陰謀と復讐 の悲喜劇 という基本的な骨格

が作 られた後で挿入されたようである。魔女たちの存在は不必要に思える

が，復讐と性的な欲求の充足によって，主要人物たちとのグロテスクな類

似の諸相を誇張 し，かつ対比的に示す役割を担っている。『魔女』におけ
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る貴族たちは，たえず社会の評価(reputation)を 意識 しているが，魔女

たちはそんなものにはお構いな く公然と悪への指向性を示し，快楽を自己

充足的に追求 して，両者の対照は貴族たちの偽善性 を浮き彫 りにする。魔

女たちは奔放，突飛，奇妙であるが，視覚的に観客を楽 しませる。彼女た

ちの場面は概 して喜劇的であ り，陰惨な恐ろしい場面で構成される主筋や

副筋に対する緊張の緩和 にもなる。ミ ドル トンはこのよ うな効果を考え，

超 自然的なものに対する当時の関心や魔術に関する劇的表現の流行を利用

することを思いついたのであろう。27

 魔女たちはセバスチャンの要求に応え，嫉妬や復讐 という悪意による呪

縛を成功させるが，否定的破壊的な行為に終始 している。魔女たちの弱点

は，永続的な真実 の愛 を作 り出し得ないことである。28作 者はこうした

魔術の信奉者 を風刺 しており，劇の終結部ではその批判的な意図を提起し

ている。大公妃はヘカテの黒魔術でアルマキルデスを殺そうとするが， ト

リックの失敗が露顕する。彼 を見た大公妃は驚いて叫ぶ。 「アルマキルデ

ス? 時間が経 って，彼は助か り，わた しは身の破滅 ということになる

の? 当然の報いね。」(`Almachildes?!Hath time brought him about to

save himself/By my destruction?Iam justly doomed.'V， iii，103-105)

 「魔女」はこの劇のタイ トルであるが，それは職業的な女魔術師に限定

されるのではな く，男たちを 「惑わす」(`bewitch'す る)女 たちすべてを

指 している。実在のフランセスは男 を蠱惑す るきわめて 「魔女」的な女性

だが，彼女の性格は劇中三人の主要な女性に分散 して描かれている。作中

のどの女性も現実のフランセスほどには強い個性を備えてお らず，そのた

め観客は感情を移入 し，同化 し得るよ うな人物を見 出す ことができない。

それは作者が一，二の人物に焦点を当てるのではなく，社会全体 の世態，

特にオーヴァベリー毒殺事件で明るみに出た宮廷の腐敗 を戯画的に風刺 し

たからである。その中で，『魔女』の作中人物たちは，犠牲者は自分であ

り，悪いのは社会や他人である ことを強調するために`wrong'や`abuse'と

いうことばを多用するが，観客はそれを額面通 りには受け取れない。 これ
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らのことばの濫用によって何が真実であるかが曖昧にな り，視点を変える

ことによって正義 というものの存在があやふやになる  ミ ドル トンはそ

のような世界を描いているということができるのである。
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Synopsis

Middleton's The Witch and Lady Frances Howard: 

   Frequent Usage of `Wrong' and `Abuse'

Katsuya Hiromoto

   The Witch (written before 1617), a tragi-comedy by Thomas Middleton, 

paints a picture of a society where sex, magic and intrigue are closely related 

to each other in ordinary life, and where people have an idiosyncratic view 

of `honesty', i.e. chastity. Throughout the play, such words as `wrong' and 
`abuse' and their variant forms are frequently found in the discourse of the 

characters; therefore, I intend to analyse it in terms of the plot, historical 

background, and language. 

   The characters in this play can be divided into five groups: ~l Sebastian 

and Isabella, o Antonio and Isabella, 0 Antonio and Florida, ® Francisca 

and Aberzanes, and 05 the Duke and the Duchess. The main plot focuses on 

o and 0, arousing the audience's curiosity as to who will first cause 

Isabella to lose her virginity. Of these groups, 05 is the focus of the sub-plot, 

which shows how the Duchess carries out her revenge against her husband, 

after she was forced to drink up from a cup made from the skull of her 

father, who was defeated by the Duke. A side-plot unfolds around ®, 

revealing the aftermath of Francisca's pregnancy. These events are 

interspersed with the scenes in which the witches appear, the absurdity of 

which eases the tension felt by the audience. 

   Wrongdoing is evident in each plot, signalled by such words as `wrong'

34
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and `abuse'. Sebastian complains about the injustice of Isabella's marriage to 

Antonio. The Duke abuses his father-in-law's skull as a wine cup, while the 

Dutchess manipulates the men surrounding her, making use of her sexual 

appeal. Francisca pins the guilt on Isabella, who reprimands her for her affair 

with Aberzanes. 

   In terms of the relationship between these fictional characters and the 

real personages on whom they may have been based, Antonio resembles 

Robert Devereux, 3rd Earl of Essex, whereas Sebastian is most likely similar 

to Robert Carr, Viscount Rochester, (later Earl of Somerset), although 

different in some crucial areas. Francisca, the Duchess and Isabella may all 

be partially modelled on Lady Frances Howard, although the first of them 

has the closest affinity with her, in terms of name, age and character. 

Furthermore, in various parts of the play can be found what appears to be 

references to the death of Sir Thomas Overbury, who is said to have been 

poisoned while confined in the Tower of London. 

   The witches of the title are reminiscent of an astrologist, alchemist, and 

wise woman whom Frances consulted for advice on obtaining a divorce 

from the Earl of Essex; the additional implication is that they are women 

who bewitch men using every trick and wile. However, the author satirises 

the way women themselves fall into the trap they set in trying to cozen men. 

The most significant demonstration of this takes place in the final scene, in 

which the Duchess is astonished to see Almachildes, whom she had 

attempted to kill, and it is revealed that Hecate's black magic was not, after 

all, effective.


